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　2011年は国連が定めた国際森林年。世の中のあらゆるタイプの森林の持続可能な経営、保全、利用に対す
る国際的な認識を深めるために2006年に採択されました。日本の森林面積は国土の３分の２を占めますが、
国有の原生的天然林はそのうちわずか11パーセントしか残っていません。

今月のキーワード
国際森林年

　ホームヘルパーの４分の３は年収150万円未満のワーキングプアであることが全労連の調査（2010年）で
明らかになりました。年収300万円未満まで広げると約95パーセントになります。雇用形態は非正規雇用が
半数を超え、仕事がある時だけ働く登録ヘルパーの75％は週労働時間が15時間未満になっています。

今月のキーワード
ホームヘルパーの３/４は
年収150万円未満

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
あ
り
方
を
熱
く
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
。
左
か
ら
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鶴
田
氏
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
寺
内
氏
、
大
原
氏
、
森
氏　

　　　　いまこそ連帯の力で
憲法と地方自治が生きる大阪を！

待
を
確
信
に
し
て
、
い
っ
そ
う
住
民
と
の

絆
を
深
め
る
取
り
組
み
を
す
す
め
た
い
」

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
大
阪
都
」に
な
れ
ば

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
大
幅
に
カ
ッ
ト

　

森
氏
は
「『
大
阪
維
新
の
会
』
は
、
東

京
の
都
区
の
よ
う
に
『
大
阪
都
』
に
な
れ

ば
発
展
す
る
と
言
う
が
、
東
京
は
国
の
機

能
や
企
業
が
集
中
し
た
か
ら
発
展
し
た
の

で
あ
り
都
区
制
度
と
は
関
係
が
な
い
」
と

指
摘
。「
特
別
区
に
な
れ
ば
、
固
定
資
産

税
や
市
民
税
法
人
分
な
ど
主
要
な
税
源
の

半
分
は
都
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
」
と
の
べ

ま
し
た
。

　

討
論
で
は
「
熱
中
症
で
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
。
家
に
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
な
ど

貧
困
と
格
差
が
生
命
に
大
き
く
反
映
し
て

お
り
、
自
治
体
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い

る
」（
民
医
連
）、「『
大
阪
都
構
想
』
の
問

題
を
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
運

動
を
す
す
め
た
い
」（
東
大
阪
の
地
域
団

体
）
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
無
責
任
極
ま
り
な
い
橋
下

知
事
に
は
負
け
ら
れ
な
い
」「
き
ず
な
ア

ン
ケ
ー
ト
に
参
加
し
て
、
市
役
所
の
職
員

に
対
す
る
住
民
の
信
頼
は
強
い
こ
と
を
感

じ
た
。
住
民
の
く
ら
し
に
役
立
つ
仕
事
を

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
や
決
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

国
保
広
域
化
、関
西
州
…

「
大
き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
」か
？

　

集
会
は
、
藤
永
延
代
実
行
委
員
長
（
お

お
さ
か
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
の
あ

い
さ
つ
、
久
保
貴
裕
・
実
行
委
員
会
事
務

局
長
（
大
阪
自
治
労
連
行
財
政
部
長
）
の

基
調
報
告
を
受
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長

の
鶴
田
廣
巳
・
関
西
大
学
教
授
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
大
阪
社
保
協
の
寺

内
順
子
事
務
局
長
、
大
阪
自
治
労
連
の
大

原
真
書
記
長
、
立
命
館
大
学
の
森
裕
之
教

授
が
発
言
し
ま
し
た
。

　

鶴
田
氏
は
、「『
大
阪
維
新
改
革
』
は
広

域
自
治
体
へ
乱
暴
な
集
権
を
は
か
る
も

の
。
知
事
が
自
ら
議
会
で
翼
賛
体
制
を
つ

く
る
や
り
方
も
異
常
で
あ
り
、
民
主
主
義

に
と
っ
て
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
」
と
指

揮
し
ま
し
た
。
寺
内
氏
は
、「
国
保
が
広

域
化
す
れ
ば
、
国
保
料
が
大
幅
に
上
が

り
、
払
え
ず
に
無
保
険
と
な
る
人
が
増
え

る
。
住
民
の
顔
が
見
え
、
一
人
ひ
と
り
の

市
民
に
対
応
で
き
る
の
が
市
町
村
国
保
。

広
域
化
も
、
関
西
州
も
大
阪
都
構
想
も

『
大
き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
』
と
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
住
民
に
と
っ
て
は
、
い

い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

　

大
原
氏
は
、「
き
ず
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で

勇
気
を
も
っ
て
住
民
の
中
に
飛
び
込
ん
で

行
っ
た
が
、
多
く
の
府
民
が
応
え
て
く
れ

た
。
府
民
は
く
ら
し
や
福
祉
を
守
っ
て
ほ

し
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
橋

下
知
事
が
目
玉
に
し
て
い
る
ベ
イ
エ
リ
ア

開
発
や
府
庁
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
極
め
て
低
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
運

動
で
得
た
自
治
体
労
働
者
へ
の
信
頼
と
期

２
０
１
１
年
は
重
要
な
地
方
選
挙
の
年 ―

―
―

大阪の各地で広がる運動の輪
　

府
民
が
大
阪
府
に
最
も
強
く
求
め
る
施
策
は

「
救
急
医
療
、地
域
医
療
の
充
実
」。大
阪
自
治
労

連
の
き
ず
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
示
さ
れ
た
結
果

で
す
。と
こ
ろ
が
橋
下
知
事
は「
財
政
構
造
改
革

プ
ラ
ン
」で
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金

カ
ッ
ト
を
う
ち
出
し
ま
し
た
。
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
府
民
か

ら
驚
き
と
怒
り
の
声
が
上
が
り
、
各
地
で
救
命

救
急
医
療
を
守
る
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
21
日
に
は
北
摂
豊
能
地
域
の
労
組
、
住

民
団
体
が
中
心
に
な
っ
て
「
北
摂
豊
能
の
救
命

救
急
医
療
を
守
る
会
」
を
結
成
。
橋
下
知
事
に

対
す
る
署
名
運
動
を
１
月
か
ら
進
め
ま
す
。
高

槻
で
は
駅
頭
で
、
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

補
助
金
カ
ッ
ト
に
反
対
す
る
署
名
を
よ
び
か
け

る
と
、
市
民
が
行
列
を
つ
く
っ
て
協
力
し
て
い

ま
す
。「
夫
が
命
を
助
け
て
も
ら
っ
た
。
ぜ
ひ

守
っ
て
く
だ
さ
い
」「
救
命
セ
ン
タ
ー
は
命
の

灯
で
す
。
な
く
さ
な
い
で
！
」
と
切
実
な
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

府
民
の
い
の
ち
の
灯
、

　

救
命
救
急
医
療
を
守
れ
！

「
北
摂
豊
能
の
救
命
救
急
医
療
を
ま
も
る
会
」
の

結
成
総
会
（
12
月
21
日
）　
　
　
　
　
　
　
　

不当解雇と闘うＪＡＬ労働者に連帯

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

客
室
乗
務
員
２
０
２
人
に
対
し
「
整
理
解

雇
」
を
通
告
。
判
例
で
確
立
し
て
い
る
「
整

理
解
雇
の
４
要
件
」
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満

た
さ
ず
、
53
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
客
室
乗
務

員
と
過
去
の
病
気
休
職
者
を
ね
ら
い
打
ち
に

し
た
明
白
な
違
法
解
雇
で
す
。「
放
漫
経
営

の
ツ
ケ
を
労
働
者
に
お
し
つ
け
る
な
！
不
当

解
雇
を
撤
回
せ
よ
！
」
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
労
働
組

合
は
、
争
議
権
を
確
立
し
て
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。
大
阪
自
治
労
連
も
Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
者

の
闘
い
に
連
帯
し
、
激
励
と
支
援
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

 大阪自治労連が激励と支援 

ＪＡＬ労働者に激励の寄せ書きを手渡す大阪自治労
連の仲間（「誇りと怒りのフェスタ」にて　12月19日）

　

今
年
２
０
１
１
年
は
、
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
皮
切
り
に
、
大
阪

で
重
要
な
首
長
選
挙
が
戦
わ
れ
る
年
で
す
。
橋
下
知
事
の
「
大
阪
維
新

改
革
」
で
住
民
の
く
ら
し
は
ど
う
な
る
の
か
？
住
民
の
た
め
の
自
治
体

を
つ
く
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
？
昨
年
12
月
11
日
に
大
阪
市
内
で
開

催
し
た
第
18
回
大
阪
地
方
自
治
研
究
集
会
で
、
討
論
を
深
め
ま
し
た
。

会場からは、深刻な府民のくらしの実態が報告されました

第18回大阪
地方自治研究集

会


